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鈎虫の脇管外寄生に関する実験的研究

(2）鈎虫最終寄生部位の検討

楠 正 失日

大阪市立大学医学部小田内科教室 （指導 小田俊郎教授）

（昭和 32年 10月31日受領）

特 別 掲載

緒言

従来の先人の諸業績を縦覧するに，自然界に於け之鈎

虫の最終寄生部位が岡有宿主の腸管内である事は疑う余

地の無い所であり ， 鈎虫LJ.::態ち解明す可く行われた芝t~

の研究ベJ結論はすべて，鈎虫の最終寄生部位ば固有的主

腸管内て、：bるとの考λブ＇Ji2,J1J氏として行われえものでち

った。 即ち鈎虫主主資問題に就い二も ， 或は貧血防11~~字に

｜到しても，との固定観念：こ立脚〉ての(iJf究であった。叉

腸管タトに於：アる鈎虫成虫の異所寄生例がぶだ発見さjLて

いないボモ、，此の悶定例念の：H付けに多大の力ぞと貸し〕

いたものと忠われこ。

私はr)li報に於いて，同：{f宿主のH見守？以外の部位即ちIJ反

腔内，胸腔内及び筋肉内；こ於いて1期幼若成虫云長く生

存させ， 1~1：卵色見るに到る迄発育さ士よる事に成功 しとの

詳細を報告し之。この：J~ より鈎虫のJ及終寄生部位として

は回有宿主の腸管以外の体内の如何な£場所てt何等差

し防りは無いのではないかと推測さJLた。

依って今回は鈎虫の生白三，発Tf条件が略々包合され，

満たされていると思われる条件が略々包含され満たされ

ていると思われる条件下，即］ちv.-1有宿主体内の各種の部

位以ll！＞縦附洞，肺，牌，肝及び氏下組織等体腔或は体組

織内に於いて同様の実験全試み，よく生存，発育させる

'JSに成功したのて絃に報告する。

実験成績

] . 自然感染犬鈎虫完熟成虫の犬臓器及ア皮下組織内

飼育

実験材料およ寸方法 ：

1Jli報，実験成績E項に於いて述べたと同様に，自然感染

jとII易管内より採集し，三犬鈎虫完熟成虫そ，ペニシリン ・

ストレプトマイシン添加蒸if!{;J<~：＇'J lO cc と共に ， 内径約 8

MASATOMO KUSUNOKI : Studies on the place 

of Vth stage hookworm’s inhabiting. (Depart-

ment of Internal Medicine, Medical School Osaka 
City University) 
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mmの注射針を用いて［1’1：接成犬右（＼Wild'i及び皮下組織内に

注入， 或は開腹手術：こより牌及び肝内：こ注入し，注入後

其等鈎虫の寄生状況を観察しえ。尚此の実験：こ際し，被

注入犬が注入前腸管内及び他の体内；こ鈎虫或は他の寄生

虫保有の有無は考ほしなかっ之。以下の；足験去、全部，とに

ならった。

実験成績 ：

例 1)40隻（ ~ 19，千21）を右側肺内にu入，15日後屠

殺却j検するに上~：こ小指頭大の硬結士見， 切開するに 2

筒の空洞即！＞所謂虫笠 bり，での内l笠に攻着する生虫 2

笠〈平 2）を発見，他に半ば吸収ーよられた死虫 5隻（$

2，平3）が胸脱l柁に附着しているのを見た。

例 2)40隻（ 0 20，平20）云l}f.j腹手術により牌内に注

入し，再たび岩ljを経合，15口後尾殺剖検古るに腹腔内に

癒l苛， 硬結等を兄ず， 叉牌：こも結節等は見；·~J.しなかっえ

が，約43°Cの温水中に於いて牌を細挫すζ：こ，牌組織

内：こ虫嚢を形成しない生虫 8隻（ 8 5，平3）を見山し
ト、
t」白

例 3)35笠〈合17，平18）を例2と同様肝内に注入，

15日後屠殺開J検するに腹腔内は無変化であり ，｝清例と同

様にして肝組織内より虫安全形成しない生虫 6隻（合4,

鋪臨
写真 1 肝組織内に寄生する鈎虫
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平2）を兄出した。

例 4)60隻c~ 30，平30）を大腿外側部皮下に注入， 15

日後屠殺剖検するに 3×5cm面大の皮下溢血斑を認め，

その部に多数の虫嚢を発見，筋膜外側の虫嚢より生虫 1

笠（・平 1），半ば吸収せられた死虫 7隻（ 02,90不

明5），筋膜内側の虫：蚤より生虫 5隻〈合 ι 平1), 

死虫 1隻（合 1）を見出した。

以上実験Iに於ける，犬体内に注入せられた鈎虫の寄

生部位は，肺注入例に於いて胸膜fit:に附m・する死虫を認、

比え他，何れも注入せられたと同ーの場所に寄生し，寄

生状況は肺及内皮下組織内のものは何れもその場所に所

詞虫霊を形成し，その内I立に強固に咳着する鈎虫が兄ら

れ，虫嚢は米粒大～小豆大のもの多く，各虫嚢内に多く

は1隻づっ，稀には 2～ 3隻の鈎虫が兄られ，大多数の

虫琵内にはl倍赤褐色の液体が貯溜し，且っその液を鏡検

するに少数の鈎虫卵を認めた例もあった。

叉牌，肝内注入例に於いては，全例とも肉眼的に虫袋

形成は見ら），1たかった。

以上全例：こ於いて注入ケ所隣接組織士細挫し， 43cの
温水中て約24時間鈎虫の誘山を試みたが，その成績は何

れも陰性てゐつえ。

E，犬鈎虫幼万成虫の犬体Jl主，臓器及び皮下組織内発

育

実験材料および方法 ：

出I報，実験成績V項に於いて述べたと同様に，鈎虫保

有犬糞便と瓦培長して採集し／と感染仔虫を皮下注射によ

り成犬に経府感染させ，感染後第ion日に被感染犬をJR

殺し，その腸管内よりff.ミーった 4同日脱皮抗後と忠われる

Y期幼済成虫〈体制平均計測値合 3.96×U.13mm, 平

4.1×0.15 mm）を前実験と全く同じ方法、により成犬山i,

写真2 経膚感染第10日目の犬鈎虫幼若成虫（注入前）］
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縦陥1riu，牌，肝及UL~下組織D内部：こ夫々注入ン，一定

期間の後，其等鈎虫の寄生及び発育状況に就き WJMし

た。注入に際し雌~trnuの；｜数は行わず，体制の測定は何

れも15倍拡大， J｛（！微f;'Ui'a~lii装置を用いて描画測定した。

実験成績 ：

例1)1002を右側fJiti内に注入， 14口後Jfi殺別検するに

上葉に小指頭大のが；日目先凡，切問す斗に~~1[1~ ら形成し，

その内情：こ1史j(j-ナ乙生虫 1隻 c0 1) ：／と凡1!'1し， との体

制計測値は第l去の如く 8.2×0.23mmてあった。

写真 3 犬肺内注入後14日の犬鈎虫

例2)100隻を右ll1!JH11日：｝－［）に注入，14円後屠殺前杭する

に，肺表面に小山血JkfJ） φ も Jhli内に虫体ノと見ず，縦附iii~

側胸膜壁と上廷との癒7rf＂（；り，癒着部を剥離するも虫体

を兄ず，縦断？同内を：検す乙に掃指頭大の腫照あり，その

内部に 3 箇の虫安全形成する生虫 4 笠（合 l ， 平 3 ）、三 J~

出し，その体制平均；｜測値は第1表の如く （ 6.2"0.27 

mm，中11.8×0.28mm，生殖門θ位置は！日J端より 630,0 

でわった。

写真4 犬縦隔洞内注ス後14日の犬鈎虫



86 〔寄生虫学雑誌 ・第 7巻 ・第 1号

惟うに木例は注入時，注射針が肺を貫通し縦隔洞内に 平 9.0×0.34mm，生殖門の位置は前端より 57%でゐつ

達したものと考えられた。 た。

例3)100隻を開腹手術により牌内に注入し，再たび創 例的 100隻宛，夫々成犬 3頭の大腿部皮下組織内に注

を縫合，術後第11日自に犬は死亡した。剖検するに腹腔 入，

内に癒着等を見ず，牌表面が一部膨隆し白苔の附岩を認 10日後死亡，剖検の 1例に於いては注入部に一致する

め，牌な約43°0の温水中に於いて細挫するに虫笠形成な 3×5cm面大の皮下溢血斑より多数の虫笠を形成する

く牌組織内に迷入する生虫 8隻（合し平りを見出し， 成虫12隻〈平12）を見出し，その体制平均計測値は第1

その体制平均計測値は第1表の如く 08.16×0.22mm, 表の如く平9.45×0.3mm，生殖門の位置は前端より 60

平 9.9×0.32mm，生殖門の位置はl河端より59%で、あっ %て、あった。

た。 14日後屠殺剖検の 2例に於いては注入部に一致して夫

写真 5 犬牌内注入後11日の犬鈎虫

例4)100隻を例 3と同様肝内に注入， 14日後屠殺剖検

するに，肝と大網膜の癒着により形成せられた腫癌内の

虫嚢より生虫 8隻 c0 2，早 1），死虫 1隻（合平不明〉

を見出した。鈎虫を注入せられた肝葉は膨隆し，白苔を

有し，前例と同様温水中に於いて肝を細挫するに肝組織

内より虫垂を形成しない生虫10隻co6，平4)を見出し，

その体制平均計測値は第1表の如く合 9.1×0.28mm, 

写真 6 犬肝内注入後14日の犬鈎虫

ぇ 2×4cm面大の皮下溢血斑ゐり，その部に多数の虫

裂が見らh，夫々生虫26,62隻（ M8，平40）を見出し

た。その体制平均計測値は第1表の如く合 8.3×0.26,

平11.4×0.33mm，生殖門の位置は前端より 61%であ

った。

特に62隻生存した例に於いては小指頭、大の樹枝状に分

岐した大虫嚢あり，その内部に多数の生虫が群棲するの

が見られた。

之等皮下組織内注入の 8例は何れも例 3・4・2と同

一犬に施行した実験てあった。

以上実験Eに於ける 犬体内に注入せられた鈎虫幼若

成虫の寄生部位及び寄生状況は実験Iに見られたと全く

同様であった。

叉その発育に関しては注入後明らかな成長が見られ

自然感染犬腸管内より得た交接を営む 6対の完熟成虫の

体制平均計測値〈合 9.5×0.31mm，早13.5×0.45mm

生殖門の位置は前端より 55%にある。第1表参照〉に比

し，大差無い迄の発育を示し，例 1, 2，し 5の雌虫

の大部分及び例 3の雌虫の 1隻に於いては虫俸内に鈎虫

卵を認めた。

叉全例に於いて注入個所隣接組織を細切し，43°0の温

( 86 ) 
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第1表 各種主組織内に於ける鈎虫幼若成虫の発育

注入部位 注入よP剖検数性全長
までの日 体幅 口嚢径食道の長 さ 肋の長 さ 生殖門より 尾 計測虫数

端までの長 さ

注入前経膚感染後第 10日対象
0 3.96 0.13 10 

♀ 4.1 0.15 10 

肺 14 0 8.20 0.23 0.12 1.15 0.27 1 

牌 11 0.22 0.12 1.13 0.29 2 

!j1 9.9 0.32 0.12 1.18 3.95 3 

肝 14 
0.28 0.12 1.06 0.31 5 

♀ 9.0 0.34 0.13 1.18 3.88 2 

縦隔洞 ‘14 
0.27 0.13 1.20 0.31 1 

♀ 11.8 0.28 0.17 1.24 4.4 2 

0 9.45 0.30 0.10 1.20 3.8 4 

皮下組織 0 26 0.14 1.00 0.26 11 
14 

♀ 11.4 0.33 0.17 1.20 4.36 5 

自然完染 0.31 0.15 1.00 0.37 6 

成虫対象 ♀ 13.5 0.45 0.16 1.30 6.1 6 

第 2表各種組織内に於ける鈎虫生存率（注入後約 2週間）

完熟成虫注 入例 幼若成 虫 注 入 例

注入部位 鈎注虫入数 o/♀ 注入より剖童 生 霊 o／♀生存率
までの日 鈎虫

注 会 注入より剖委生装 ／ 率鈎虫 までの日 鈎虫 0 !j1 生存

腹 鰹 50 21 16 
胸 腔 42 14 2 
筋 肉 35 14 11 

肺 40 15 2 

牌 40 15 8 

肝 35 15 6 
縦陪洞

皮下組織 100(2例） so/ so 15 20 

水中に於いて約24時間鈎虫の誘出を試みたがその成績は

何れ$陰性てあった。

叉前報に述べた実験成績と今回の実験成績より各種組

織内に於ける鈎虫生存率を比較すれば第2表の如 く，成

虫注入例にあっては皮下組織に最忌高率で，腹腔及び筋

肉内は之に次ぎ，幼若成虫注入例におっても皮下組織に

最も高率て3った。

考按

前報に於いては私は鈎虫成虫或は所謂4回目の脱皮直

後と思わ札る幼若成虫は回有宿主の腸管以外の体内即！：＞

nfl腔，胸腔及び筋肉内に於いて長期間生存するばかりて

なく ，明らかに発育を遂げる事を詳述したが，今回は更

に同様の実験を前述以外の固有宿主体内即ち肺，牌，

32 80 14 6 7.5 
4.7 100 14 8 8 
32 40 15 3 7.5 
5 100 14 1 1 

20 100 11 8 8 
17 100 14 10 10 

100 14 4 4 
40 200(2例） 14 88 44 

肝，縦隔洞及び皮下組織内に於いて実施し，何れの部位

に於いても生存，発育及び卵形成が可能である事を確認

した。

牌及び肝内に注入せられた鈎虫が，他の場所に注入せ

られたものと異り，虫嚢を形成する事なく夫々臓器組織

内に棲息している事を認bた。之は其等臓器が著しく血

流に富み，f97i'.議機能が旺盤て、叉臓器の再生が良好てゐる

為等種々の要因が考えられるが尚史に追究の必要があ〆

と思われた。

叉各種組織内に於ける鈎虫生存率が皮下組織内注入例

に於いて最も高率であった事は，鈎虫採集後注入迄の処

置が最も短時間内に行い得る事等も大きな要因てはない

かと思われた。

( 87 ) 
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以上の実験より所前V期鈎虫の養資としては従来の

Wells (1931）等の所説の様な腸内瀬良性物質等は必要

とせず，固有宿主血液及び体液等が最も必要と考えられ

る。従って鈎虫の最終寄生部位は必ずしも腸管内である

の要無く，同有宿主俸内の如何なる場所も，環境に於い

ても，養資に於いても最終寄生部位となり得るものと考

えられた。

今後乙の実験的異所寄生の方法は，腸管内ては観察し

難い鈎虫生態を追究する一助ともなる事を確信する。

結語

犬鈎虫完熟成虫及川幼石成虫は固有宿主の肺，牌，肝，

縦陥？同及び皮下組織内に於いても 2週間以上の長期間接

息し得るばかりでなく ，幼若成虫は其等の場所に於いて

体制上完熟成虫：こ迄発育し，且つ雌虫にあっては虫体内

及び虫程内に鈎虫卵：と保有するに到る事を明らかにし，

即5鈎虫の最終寄生部位は必ずしも腸管内であるを要せ

ず，固有宿主体内の殆んど如何なる部位も鈎虫最終寄生

部位となり得る事を確認した。

以上の事実より ~'H 回目の脱皮を了えた鈎虫が生存及

打発育の為の養資としては固有宿主血液及び体液等が最

£必要であり，腸内調湿性物質等は必要としないと忠わ

長1・h
，．／」。

叉各種組織内に於げる鈎虫生存率は皮下組織内注入例

に於いて最高て、あった。
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固有宿主腸管外に於ヴる鈎虫の実験的異所寄生のとの

方法は，鈎虫の生態究明に貢献し得るものと思われるι

稿を終る に当り 終始御懇篤なる御指導，御校聞を賜わ

った恩師小田俊郎教授並びに御援助を戴いた教室の野田

昇博士に深謝の意を表する。

本研究は昭和32年 4月， 第26回日本寄生虫学会総会

（箱根） に於いてその要旨を公表 したも のであ る。

Summary 

Auther attempted to inJect adult and young into 

some other par旬 thanthe intestine of normal host ; 

i. e. lung, mediastinum, spleen, liver and subcta-

neous tissue. 

Results following; 

1) Adult and young adult were able to survive 

in these par匂 otherthan the intestine of normal 

host for a long time. 

2) Especially, the young adult grew up until 

the same level as adult worm morphologically, and 

some female worms of those held eggs in their 

bodies and wormcystes. 

3) From this r回 ul句， itseems that Vth stage 

hookworms were able to survive and grow in all 

most of tissue of nomal host as do in the intestne. 

4) It will be certain that this new method 

method contribute to the studies on biology of 

hookworm. 




